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研究成果の概要（和文）：ASDは高確率で行動障害を併発することが知られており、日常生活や社会参加が困難
になる例も多い。そのため幼児期の早期からの介入が求められる。本研究では、問題行動の改善に焦点をあてた
ICTを利用した6回のセッションから構成されるオンデマンド型のペアレント・トレーニングを開発、実施した。
その結果、母親のうつ尺度や育児ストレス尺度が改善、子どもの行動改善がみられた。今後症例数を増やし、さ
らなる検証が求められる。

研究成果の概要（英文）：ASD is known to be associated with a high rate of behavioral disorders, and 
in many cases, daily life and social participation become difficult. Therefore, intervention from 
early childhood is required. In this study, we developed and implemented an on-demand parent 
training program consisting of six ICT-based sessions focused on improving problem behaviors. As a 
result, the mothers' depression and parenting stress scales improved and the children's behavior 
improved. We hope to continue this program and increase the number of cases in the future.

研究分野：臨床心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
近年ペアレント・トレーニングの研究成果が示されるようになり、我が国における効果的な発達障害者支援の１
つとして定着するようになった。しかし地理的な問題、スタッフ不足など、実施には課題点もあった。本研究で
作成したようなオンデマンド型のペアレント・トレーニングの効果が認められたことで、対面型以外の実施の選
択肢も広がり、それらの課題が解消されることによる社会的な意義は大きいと考えられる。また行動障害への早
期対応をおこなうことが可能になることで、強度行動障害への早期介入、虐待の予防などにもつながることが期
待され、学術的な意義は大きいと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
自閉症スペクトラム障害（ASD）は、社会的コミュニケーションの障害や興味関心の制限、反
復行動を特徴とする神経発達障害である。ASD は日常生活や社会参加を困難にする挑戦的行動
が 56-94％と高い確率で併存し、幼児期からはじまり重症化することも多い。そのため幼児期か
らの早期介入が求められている（Rattazら，2018） 

ASD の子どもの親は、困難な行動を含む子育てに関連する多くの潜在的な課題と日々のスト
レスに直面している。ASD の子どもを持つ親は定型発達の子どもの親に比べて、ストレスのリ
スクが高いことが指摘されている。 
ペアレント・トレーニング（PT）は ASDの効果的な支援方法であり、親の精神的健康や行動
を改善されることが多くの研究で示されている（Postorinoら，2017）。近年では COVID-19の
流行により対面での PTが難しくなったため、インターネットを利用した PTがおこなわれるよ
うになってきている（Sullivanら，2021）。 
 
２．研究の目的 
本研究では、比較的軽度の行動問題に特化したオンデマンド PTプログラムのプロトタイプを
開発した。そして、このプログラムが参加者の精神的健康や子どもの標的行動・非標的行動をど
のように変化させるかを事例分析し、プログラムの検討をおこなう。 
 
３．研究の方法 
（１）オンデマンド型プログラムの開発 
機能的アセスメントに基づくペアレント・トレーニングプログラム（PT）を作成した。PTは全
6回からなるプログラムで、ウエブサイトを介した自己管理学習と行動記録アプリを用いた遠隔
指導を組み合わせたプログラムであった。プログラムは各セッションの講義ビデオを視聴し、確
認テストに答え、次のセッションに進むためのホームワークを提出するように構成されていた。
ホームワークはそれぞれの子どもにあわせた目標行動を設定して、家庭でその課題を実行、行動
記録アプリを通して、子どもの記録を提出した。提出された宿題や質問に対するフィードバック
は、研究者が電子メールで行った。 
 
（２）事例分析 
研究協力園でちらしを配布し、参加者を募集した。作成したプログラムを少数名で実施、事前・
事後の効果について分析、検証をおこなった。同時に園教師へのスーパーバイズも実施した。 
 
（３）プログラムの作成、実施 
分析検証後にプログラムの修正をおこない、プログラム実施のためのホームページを開発した。
同時にティーチャー・トレーニング用のホームページも開設した。 
 
４．研究成果 
（１）オンデマンド型 PTプログラム 
Table１で示したように、全６回のプログラムを開発、ホームページを作成した（Fig,1）。Fig.2
のように講義はオンデマンド型で配信、参加者は自分の都合のよい時間に視聴し、何度も見直す
ことができた。動画視聴のあと、ホームワークをおこなった。 
 
Table 1 オンデマンド型ペアトレプログラム 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig.1 PT のホームページ            Fig.2 動画配信 

                            

セッション テーマ 講義 ホームワーク
1 オリエンテーション ペアレント・トレーニングとは 子どもの好きなものをリストアップする
2 行動の考え方 行動の定義/適切な行動と減らしたい行動 増やす行動と減らす行動を決定する/それぞれの行動をアプリで記録をする
3 ほめる 効果的なほめ方 増やす行動と減らす行動を記録する
4 行動の機能 ABC分析/機能分析 日常生活の行動をABC分析する
5 環境調整 環境の整え方 減らしたい行動の環境調整を考えて、行動を記録する
6 指示の出し方 プロンプト/指示の減らし方 指示の出し方を考えて、行動を記録する



（２）事例分析 
参加者データの分析をおこなった。各参加者は増やしたい行動（Fig.3）と減らしたい行動
（Fig.4）を設定し、記録をおこなった。記録は Observations のアプリを使用した。Observations
は、対象行動の発生を簡単に記録し、入力すると自動的にグラフを作成し、結果をすぐにフィー
ドバックすることができる。研究スタッフは Observations の記録をもとに、参加者にメールで
効果的な点、改善が必要な点を個別にフィードバックした。 
事前・事後のスケールスコアを比較すると、両親ともに育児ストレス（PSI）、抑うつ状態（BDI）
の改善がみられた（Fig.5）。また、いずれのサブスケールにおいても悪化は見られなかった。子
どもの行動変容と親のメンタルヘルスの相乗効果を示す例は多く、本研究の結果はこれを支持
するものであった。SDQ のスコアに関しては、両者とも子どもの行動の改善を示唆したが、スコ
ア的にはわずかな変化であった。これらのことから、オンデマンド型の PT は一定の効果があり、
親のメンタルヘルスを改善する可能性があることが示唆された。さらに子どもの行動変容にさ
らに効果を出すためには、ビデオ会議の導入などを検討することも考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig.3 参加者の増やしたい行動の記録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  Fig,4 参加者の減らしたい行動の記録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig.5 スケールスコアの比較 
 



（３）ティーチャー・トレーニングの併用 
 本研究において事例分析をおこなった際に、同時に園の担当教員に対してのスーパーバイズ
をおこなった。このように行動問題に特化した PT を行う際により効果をあげるためには、家庭
だけでなく、園でも同時に対応をしていくことが望ましい。そのため本研究では問題行動への対
応が学べるように、ティーチャー・トレーニング用のホームページを開設した（Fig.6）。ティー
チャー・トレーニングもオンデマンド型でおこなったが、ABA の知識が向上し、教師ストレスが
減少した。その結果、オンライン学習でも一定の効果があることが示唆され、IT を利用した支
援の可能性が期待できる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
Fig.6 ティーチャー・トレーニング用の動画配信 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  Fig.7 先生による子どものターゲット行動の変化の記録 
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